
科目群 科目区分等 科  目  名 担当教員名 対象学年次 学期 

共通基礎 2 単位 
教養科目 

 
総合演習 

 
渡邊 淳子 1 年次 秋 

 
授業のキーワード 読む、書く、話す、聞く 

授業の概要 
上田紀行著『生きる意味』（岩波新書）を用いて読む、書く能力を養成します。 
林望著『「芸術力」の磨き方』（ＰＨＰ新書）を用いて、話す、聞く能力を養成します。

期待される学習成

果（目標） 

１．文章読解力を磨くことができる。 
２．要点や筆者の主張を的確に把握することができる。 
３．発表の仕方、発表資料の作り方を学ぶことができる。 

 

授 業 展 開 

 テーマ 内   容  テーマ 内   容 
第 
１ 
講 

はじめに 授業の目的と授業内容の概略説

明 
第

９

講

第三章 第三章を読み、筆者の意見に対

する各自の意見を発表し、討議

します。 

第 
２ 
講 

上田紀行『生

きる意味』（岩

波新書）第１，

２章 

第１，２章を読み、論点をまと

め、各自発表します。 第

10
講

第四章 第四章を読み、筆者の意見に対

する各自の意見を発表し、討議

します。 

第 
３ 
講 

第 3，4 章 第 3，4 章を読み、論点をまとめ、

各自発表します。 
第

11
講

第五章 第五章を読み、筆者の意見に対

する各自の意見を発表し、討議

します。 
第 
４ 
講 

第 5，6 章 第 5，6 章を読み、論点をまとめ、

各自発表します。 
第

12
講

第六章 第六章を読み、筆者の意見に対

する各自の意見を発表し、討議

します。 
第 
５ 
講 

第 7 章 第 7 章を読み、論点をまとめ、

各自発表します。 
第

13
講

第七章 第七章を読み、筆者の意見に対

して、賛同できる点と異議を唱

えたい点とを各自発表します。

第 
６ 
講 

まとめ 『生きる意味』で提示された筆

者の捕らえ方、主張について、

全員で討論します。 

第

14
講

時事問題① 時事問題をひとつ取り上げ、各

自意見を書き、討議します。 

第 
７ 
講 

林望『「芸術

力」の磨き方』

（ Ｐ Ｈ Ｐ 新

書）第一章 

第一章を読み、筆者の意見に対

する各自の意見を発表し、討議

します。 

第

15
講

時事問題② 時事問題をひとつ取り上げ、各

自意見を書き、討議します。 

第 
８ 
講 

第二章 第二章を読み、筆者の意見に対

する各自の意見を発表し、討議

します。 
定 期 試 験 

レポート試験 

評価方法 
試験５０％、発表５０％ 

使用する教科書（必ず購入してください） 参 考 文 献 
上田紀行著『生きる意味』（岩波新書） 
林望著『「芸術力」の磨き方』（ＰＨＰ新書） 
 

必要に応じて紹介します 


